
1 電気錠に関する安全上のご注意（必ずお守りいただきたいこと）

施工説明書
施工業者様用

施工業者様へ
電気錠本体（錠前）に同梱の美和ロック株式会社様の取扱説明書
をお施主様へ手渡し、安全にお使いいただくための使用方法、
お手入れ方法を説明していただきますようお願いいたします。

本施工説明書および、防音ドア片開き［G30］の
施工・取扱説明書は下記のURLからダウンロード
できます。

https://www.daiken.jp/qr/manual/ 本製品は、防音ドア片開き［G30］に取付ける電気錠です。
防音ドア片開き［G30］の施工説明書も合わせてお読みください。

防音ドア片開き［G30］用
電気錠

2 各部のなまえと部材・部品表

3 納まり図

本文中に使われている図・記号の意味は次のとおりです。 

本製品を電気的に作動させるためには制御盤や操作盤などの別売りの製品が必要です。弊社がラインアップする電気錠本体（錠前）
および配線コード、通電金具と組み合わせ可能な操作盤やその他の別売り製品については美和ロック株式会社様へお問い合わせ
のうえ、選定をお願いいたします。

注意 誤った取 扱 いにより傷 害または家 屋・ 
家財などの損害に結びつく内容警告 誤った取扱いにより死亡や重傷などに

結びつく可能性のある内容

してはいけない内容です 必ず実行していただく内容です お願い 留意事項、操作方法、
使用・お手入れ方法など 

  警告
	 電気配線工事は「電気設備技術基準」や「内線規定」に
従って確実におこなってください。

	 交流100Ｖ以外の電源では使用しないでください。
火災、感電の原因となります。

	 電気工事を伴う場合は必ず電気工事店（有資格者）に
依頼してください。
	 ビスの締め付け不足、またはビスの締め過ぎによる空回
りの状態に注意してください。
製品が外れて、けがや破損のおそれがあります。

250926-ON-DA017-SH

DAIKEN製品の品質保証について

■対象製品
スタイリッシュファニチャー　ミセル

■保証期間

保証期間一覧表

■免責事項

ユーザー登録サービス 

登録はこちらから 

/////////////////

ユユーーザザーー登登録録はは無無料料でですす！！！！  ユーザー登録は無料です！！ 
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製品に関するお取扱い、補修、工事などのご相談は、組立て・設置業者、工務店へ。

製品に関するお問い合わせ

大建工業株式会社および大建工業グループ各社は、当社「個人情報の取扱いに関する方針（プライバシーポリシー）」に則ってお客様に関する個人情報を利用させていただく場合がございます。
(大建工業株式会社プライバシーポリシーに関しましては、当社ホームページに掲載しております。)　なお、電話での相談に対し、折り返し電話をさせていただくときのためにナンバーディスプレイを
採用しています。 またご相談内容を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことがあります。

１）建物の設計・施工に起因する不具合
２）施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不
具合

４）室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取
付けられたことに起因する不具合

５）極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位
に取付けられたことに起因する不具合

６）建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因す
る不具合

８）取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、
破損、変形などによる不具合

９）経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚
れ、さび、かび、劣化磨耗などの不具合

10）用途外に使用された場合の故障および損害（例えば、一般
家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用された場合など）

11）犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキク
イムシなどの虫害に起因する不具合

12）仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがな
かった場合

13）保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申
し出がなかった場合

14）製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能
な事象に起因する不具合

16）その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合
※１：火災・地震・水害・落雷などの天災地変や、公害・塩害・

ガス害や異常な高温・低温・多湿・過乾燥などの周辺環境

７）入居者または第三者の不適切な使用または維持管理などに
起因する不具合

３）自然現象・周辺環境など（※１）の不可抗力に起因する結
露、腐食、反り、割れまたはその他の不具合

弊社では、下記対象製品について、「保証期間一覧表」に
示す期間、保証事項に記す内容に基づき、無料で修理させ
ていただきます。
保証期間経過後の修理については有料となります。

弊社製品の施工完了後、または物件の引渡後に生じ
た、弊社の責任に起因する製品の不具合を無料で修理
する期間としております。（保証期間一覧表参照）
保証期間経過後の修理については有料となります。 

※1：「著しい」の定義 
正常な施工・使用状態のもとで経過時間を考慮し、客観的に見て通常の
状態から逸脱している度合いが極めて大きいことをいいます。 

※2：保証期間起算時期について 
保証事項が”使用”に係るものについては、保証期間を”物件引渡後”か
ら起算します。それ以外のものについては、”当該製品施工完了後”から
起算します。 

■保証事項
通常の環境下にて、弊社の施工説明書・取扱説明書に
準じた正常な施工・使用がなされている状態（前提条
件）で、弊社の責任に起因する製品不具合（保証期間
一覧表参照）を無料で修理します。
なお、本内容は日本国内においてのみ有効です。
※修理とは、壊れたり傷んだりした部分に手を加え
て、再び使用できるようにすること。
（原則、新品交換は含みません） 

・製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であって
も保証対象外になります。 

製品を末永く安全にご使用していただくた
めに、ユーザー登録をお願いいたします。 
ご登録いただいたお客様情報は、製品安全
に関する大切なお知らせや暮らしに役立つ
情報をDAIKENからご連絡する際に、利用
させていただきます。

ご登録いただくと、DAIKENのパーツショ
ップ取扱製品を通常価格の10％割引でご購
入いただけます。 

特典 パーツショップ製品10％割引 

ユーザー登録いただいた方は、  
次の特典が受けられます 

保証対象となる
不具合現象保証個所

保 証 事 項 保 証 期 間

作動不良
（故障）扉、

ボックス、
本体

2年引渡後
外観上の著しい変形・
変質が生じないこと

変形、変質
（反り、ハガレ、
クラック） 15） 離島などの遠隔地への出張を要する修理をおこなう場合、出

張に要する実費

お問い合わせ窓口について

使用上の著しい※1支障
が生じないこと

起算
時期※2

https://www.daiken.jp/

施工の流れ
配線方法の事前確認・準備（→裏面）

開口の準備、枠の組立て、扉の吊込み　※防音ドア片開き［G30］の施工説明書を参照してください。

電気錠の取付けと配線（→裏面）
※すべて非通電状態で施工を行ってください。
①�配線コードと通電金具・電気錠本体（錠前）の接続 ②�配線納めと 

通電金具の固定
③�通電金具と 

電源へつなぐ
配線との接続

④�施工後
の確認

施工前に必ず部材・部品を確認してください。

金具・その他 数量

配線コード
（1.5mまたは2m）
［型式：DENコード9C］

1

電気錠本体（錠前）
［型式：AUR］
サラビス Φ3.8×25 4本
取付小ねじ M4×6 2本

1セット

通電金具
［型式：TEK-9CC］
サラビスΦ3.8×25 4本
※枠側のリード線について
　コネクター接続の場合：100mm
　電線接続の場合：250mm

1セット

枠梱包については、枠に同梱されている施工説明書を
参照してください。
※�接着剤は枠梱包に同梱されています。

※�その他施工時のご注意については、防音ドア片開き［G30］の施工説明書をご確認ください。

各種お問い合わせについては、防音ドア片開き［G30］の施工説明書の裏表紙を参照してください。
（弊社製品との組み合わせ可能な電源側に関するお問い合わせについては、美和ロック株式会社様へお問い合わせください。）

扉梱包 数量
扉本体（配線カバー取付済）
※電気錠特注仕様

扉本体　1
配線カバー　2

※�丁番は防音ドア片開き［G30］に設定されている、調整丁番またはドア
クローザ用丁番のどちらかを扉とあわせてお使いください。

※�その他オプションについては、防音ドア片開き［G30］の施工説明書を
参照してください。
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スペーサー
(現場手配)

見込呼称 縦枠全幅A 上枠全幅 代表壁厚B チリ C
固定枠113 113 108 87.5 12.75
固定枠154 154 149 130 12
固定枠169 169 164 145 12
固定枠139 139 134 119 10
固定枠149 149 144 125 12

枠外幅 755 780 875
枠内幅 705 730 825
扉幅 697 722 817

有効開口幅 631 656 751

20mm以上

【有効開口寸法】

25

【枠外幅】

【枠内幅】
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配線コード

配線カバー
※�出荷時は扉に

取付済

上枠

通電金具

戸尻側

扉本体

電気錠本体
（錠前）

戸先側
縦枠

枠側※取付済

扉側
（600mm）

配線カバー
※�配線時に取外しますが、捨てないでください。

正面図 横断面図



5 電気錠の取付けと配線� ※説明の都合上、図は扉を寝かせた状態で記載しております。

1.	配線コードと通電金具・電気錠本体（錠前）の接続

1.	配線コードと通電金具・電気錠本体（錠前）の接続（つづき）
4.	電気錠本体（錠前）のコードがはさまらないように、 

扉上部から配線コードを引出しながら❻ 電気錠
本体（錠前）を扉に差し込む。❼

5.	フロント板を取付ける。❽

※	電気錠本体（錠前）およびシリンダー、サムターン、
ハンドルの取付⽅法は電気錠本体（錠前）に同梱
の説明書を参照してください。

3.	通電金具と電源へつなぐ配線との接続　※まだ通電しないでください。

1.	通電金具（枠側）のコネクターを、あらかじめ壁から
持ってきている電源のコネクター（別売り）と接続
する。

2.	通電金具（枠側）をビスで固定する。
※	通電金具の固定方法は通電金具に同梱の説明書

を参照してください。
3.	ラッチ受けを縦枠に取付ける。
	 電気錠本体（錠前）に同梱の施工説明書を参照

して取付けてください。1.	扉を枠へ吊り込んだ後、配線コードを扉上部
の穴から通電金具の加工穴へ通し❶、通電
金具（扉側）のコネクターと接続する。❷

2.	扉上部からコードを引っ張り❸、通電金具（扉側）を扉
に引き寄せ、ビスで仮固定する。❹

　	※�通電金具の固定方法は通電金具に同梱の説明書を参照
してください。

3.	反対側の配線コード
と電気錠本体（錠前）
のコネクターを接続
する。 ❺

4 配線方法の事前確認・準備
木下地の場合

配線が通るように、配線を通す位置の下地を切欠いて
ください。

軽量鉄骨下地の場合
配線経路確保のため、木製枠と軽量鉄骨下地の間に合板などのスペーサー（現場手配）を用いて20mm以上
空間を設けてください。
スペーサーを設けても20mm未満の場合、コネクターを納める空間が確保できなくなります。
スペーサーで設けた空間分、下地に届く十分な長さの枠固定用ドリルビスを現場手配してください。

4.	施工後の確認　※通電する前に確認してください。

1.	扉上部の配線が飛び出て
いないか確認する。

2.	扉の開閉確認をする。
※	防音ドア片開き［G30］の

施工説明書を参照してくだ
さい。

3.	扉を閉めたときにデッドボルトが飛び出るか確認する。
飛び出ない場合は以下を確認してください。

　	
　　※左開き選択時のみ
	 ➡下側になっている場合
	 電気錠本体（錠前）に同梱の説明書を参照して付替えて

ください。
　	
	 ➡なっていない場合
	 防音ドア片開き［G30］の施工説明書を参照して調整

してください。

①�ストライクのマグネットが上側にあるか

②�扉の戸先と枠のすき間が5mm以内になっているか

上記以外は、電気錠本体（錠前）に同梱のチェックリストに沿って確認してください。
電気の配線・設定・点検に関することは、電気錠本体（錠前）に同梱の施工説明書を参照し、併せてご対応ください。 250926-ON-DA017-SH

2.	配線納めと通電金具の固定
1.	仮固定していた通電金具を取外し、配線コードが

扉上部からはみ出ないように配線を引出す。❶

2.	通電金具のコードがねじれないように格納する。❷

3.	通電金具（扉側）をビスで固定する。
※	通電金具の固定方法は通電金具に付属の説明書

を参照してください。
4.	扉上部に配線カバーを取り付けてから、溝に沿って

接着剤を塗布してください。❸

接着剤が透明になるまで養生してください。 養生後に取外す際は、カッターなどで接着剤に切込みを	
入れてから配線カバーを取外してください。

  注意

配線カバー2個は取外して保管してください。
配線完了後に再度取付けます。お願い 

※	電源側にコネクターがない
仕様の場合、枠側リード線
をすべて使用して、電線で
接続してください。

2
0

20m以上

2
0

φ20の切欠き穴

φ20の切欠き穴

※	配 線 カ バ ー は 
扉両端合わせで
納めてください。

17
.5

2
0

切欠き

木下地

上配線コード

「錠前側」と書いて
いない方を通す。

戸先側

戸尻側

電気錠本体
（錠前）

しっかり
接続する。

通電金具（扉側）
※コードが長く（600mm）、
　金具本体が大きい方

錠前側シール

しっかり
接続する。

上面図

納まり図

開口部内側から見た図

正面図

縦枠

下地

削る

スペーサー
（現場手配）

スペーサー
（現場手配）

開口補強材

軽量鉄骨

電源へつなぐ配線

FLから枠外高
-466.5mmの位置に
φ20mmの穴を
開ける

壁への配線の例（ボード2枚貼りの場合）
※1枚貼りの場合は外側がボードの位置

配線を通す
位置

FLから枠外高-466.5mm
の位置を切欠く

配線カバー
接着剤

サラビス φ3.8×25
（通電金具に同梱）

通電金具サラビス φ3.8×25
（通電金具に同梱）
※�仮固定時と同じ 

ビスを使用

コネクターの
接続部が扉上部
に出ないように
納める

サラビス φ3.8×25
（電気錠本体（錠前）に同梱）

フロント板

※引張過ぎないこと

配線を折りたたんで納める
※�扉サイズによって余る長さ

が変わります。

❶

❽❼

❻

❶

❷

❸

❹

❺

❸

❷

マグネット

通電金具（枠側）の
コネクター

リード線

電源のコネクター
（別売り）

5mm以内

サラビスφ3.8×25
（通電金具に同梱）

お願い 

電気錠の設定が図の様にAUR設定になっ
ているか確認してください。
施工時の閉じ込めを防ぐため
に、非通電時解錠型のAUR設
定（詳細は電気錠本体（錠前）
に同梱の施工説明書参照）で
出荷しています。

取付小ねじ M4×6　
（電気錠本体（錠前）に同梱）

開口補強材 軽量鉄骨

20mm

20mm


